
 
 
 
 
 
 

 先月から新たに始まったベイシックスシリーズ。レベル２はベテランである須山直子先生が担当してくださいました。いつも、

優しく丁寧にお話される須山先生。ご自身の長年の経験から幅広いお話をお聞きすることができました。 

 

 

★ 大事なことはどの曲も左側からかいてある。 

当たり前の様で子供にとっては時々迷ってしまう「左から見る」と言うルール。「楽譜の見方＝曲の顔を見る」と考え、よく

楽譜を観察し生徒自身で様々な記号に気づいてほしいのだそうです。 

 

★ 全音・半音の認識を様々な角度から。 

スケールを学習する上で欠かせない全音と半音。まずは何も言わず、鍵盤図に「となりに置いてみて！」とマグネットを置

かせてみるそうです。（多くの子供たちが白鍵だけにマグネットを置いてしまう経験を生かして）少しわかりにくい鍵盤上で

の「となり」「ひとつとばし」をしっかり認識するために有効な方法のようです。また鍵盤図を縦にしてみて「カブトムシが登っ

ていくよ！」と鍵盤図を木に例え、半音で上がる順番を遊びながら楽しんで確認してみることも良いのだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 各調の音階と和音をしっかりと理解する。 

ベーシックスシリーズでは「音階と和音」をしっかり理解して弾けるようなレッスンにしていかないと、テキストを使っても内

容が薄くなってしまうのではないかと考え、日頃からこの２点に気を付けているそうです。 

 

 

 

今回はレベル２のお話と共に、このテキストと併用する曲集にも話題があがりました。みなさん、併用する教材にも大変

興味があるようです。ブルグミュラーなどの定番の曲集から様々な意見が交換された他、レベル２だから・・・と言うので

はなく、生徒たちの学年や状況に合わせて上手に使い分けされている先生が多いようです。 

  

（文：横浜バスティン研究会 斎藤美帆） 

横浜バスティン研究会 活動報告 ２０１３年１２月１９日（木） 

「ピアノベイシックス（ピアノのおけいこ） レベル２」 

「ロッキーにのぼって」ｐ８ 

 

おやまに のぼろう みんなで 

げんきに あるいて １２３４（あえて４まで数えます）

てっぺん めざして のぼろうよ 

シャープの たにだよ（谷だよ） きをつけよう 

てっぺん めざして のぼったら 

１オク ターブあ がったよ 

＜須山先生オリジナルの歌詞＞ 

歌詞をつけることで、スケールの１オクターブを流れよく、

ひと息に演奏しやすいように作られたそうです。この楽しい

工夫と心遣いが素敵ですね！ 


